
くらし、である。 I こそ観光が成りたつことは自明の理で、見るべき植物を
ヤダケの群落といレ、バクチノキの自生といし¥ 矢野 | 伐り払し¥ 貴い地形を取りこわして、その跡にたとえと

島の触の特徴としていつまでも保護してし、きたし、。行! んな立派なホテ崎建ててみたところで、これでは都会
をともにされた朝日新閣の西崎記者の諮るところによれ | の真中にできたホテノレと何ら変わりはあるまい。
ば、西島ではすでに観光施設もかなり見られるようにな l  私の見た範囲では幸L 、にして家島の各島はまだまだ無
ったとのこと、瀬戸内海上に浮かぶ国立公園の飛石であ | 庇にちかレ。
るから、観光も大切であり、施設も必要であるが、植物 i  植物を初めとして保護すべきものはどこまでも保護す
や地形、その他の美しl、自然や学問上の資料までも破嬢 |  るように努めてし、きたし、。家島滞在20時間の短見ではあ
して、元も子も無くすような観光施設のありかたには私 iるが、し、ささか心の奥底に気にかかることがなレわけで
は反対であるつ 1  もなかったので、老婆心、 L、や老爺心ながら書レてみた。
美しい自然や大切な資源があって、それを対象にして ( 東京大学名誉教授・理学博士)

夏 期臨海実習報 丘ヒ
Eコ

期 日
会 場津名郡淡路町岩屋、神戸大学付属臨海実験所 (  問、海岸植物、一般植物、池沼植物など多岐に亘る採
講 師神戸大学教授農博広瀬広卒先生 1  集ができた。室井先生の深し、ご研究による現地講演

県立兵庫高校教諭農博室井総先生 は、生徒児童の指導要点、植物鑑別のきめ手など懇切
参加会員 39名 な指導をし、ただくっ
経 過
対し48名の申し込みがあり盛会を期待していたが、当 |  を深めたレと、一席をもうける。それぞれ専門的に苦
日になり台風襲来、連絡船欠航などで、取り消しゃ不 l  労されている体験談など、次々と ll J て楽しい会であっ
参加者もで、て、集まった人は30人。そんなわけで 2班 !  た
に分ける計画を変更、全員行動を共にすることとして |山 陸上組物採集 昨日と方面をかえて山に
開講の運びとなる O 以下日程にしたがし、簡単に述べ |  入る。室井先生の興味深く、ユーモアに富んだお話
る。
8/24 海洋生物採集、海は思ったはど荒れなか
ったc 打ち上; ずの海藻をilrUL寄る海藻をと皆血阪にな
って採集する。広瀬先生カ} ら、近似種の区別点なと的
確に教えられて一同大いに自信をつける。

生協の淡路生協荘にて)
講演

20.50 今後の打合せなどして就寝 L

8/25 4  6  プランクトン採集、女子会員が引受けて
レたが、波荒く乗船不能、復本先生が単独採集を敢行
してくださった( 本日の参加者 9名)。

実験観察、広瀬先生から藻類の生殖につし、て専
門的なお話を承わる、おぼろにかすんだような知識に
一つ一つスポットライトを当てられたように切るくな
ったことはうれしし、講演後それらの生殖状況やプラ
ンクトンの検鏡、標本の整理など、思し、思し、の行動な
がら皆真撃な研究に没頭する、

に、感心したり笑ったり、それでいて大切な事柄が頭
に残る。( そんな事きまっとるとお叱りを受けるかも
知れなレけれど、あんな指君主法を私共も身につけた
し、) 。輿のおもむくまま思わず時を過ごL 、予定より
1時間おくれて帰寮c

13.30 お礼やお互の挨拶、そしてあと始末をして解散。
付記
私どもの杜撰な計画、連絡の不充分など数々の手違L、
で、実習所で‘は随分戸惑われたことと思うけれとも、その
i不行届きを全面的にお" 午しくだされ、何カと気を配って
l 至れり尽くせりのお世話になり、予期以上の成果を挙げ
!  ることができた。これ偏えに所長広瀬博士のご理解、主
i 任の榎本先生の献身的なご援助の賜物であり、所員一宮
氏の蔭からのお力添えも大きレ力となったと思います。
ここに講師問先生に厚くお礼を述べますとともに、実i習所の皆様に心からなる感謝の意を表します。

(古JII記〕
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